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第２章 関西国際空港 

 

２－１ 対象事業の概要 

 

2-1-1 空港の運営状況及び２期工事の進捗状況 

平成20年度の関西国際空港の運営概況（一日平均ベース）を、表2-1-1に示す。航空

便数は国際線108.8便、国内線66.7便、航空旅客数は国際線約27,700人、国内線約14,300人、

貨物取扱量は国際積込（輸出）約881ﾄﾝ、国際取卸（輸入）約930ﾄﾝ、国内貨物 約179ﾄﾝ、

連絡橋通行台数（往復）は約18,000台、鉄道乗降客数は約36,500人、リムジンバス乗降

客数は約12,700人、ポートターミナル乗降客数は約1,000人、駐車場利用台数（時間貸

し）は、約1,600台となっている。 

開港以来の航空機発着回数（航空機発着回数は、航空便数の２倍に相当）及び旅客数

の推移を図2-1-1に、飛行場施設の概要を表2-1-2に、空港島施設配置図を図2-1-2にそ

れぞれ示す。 

 

 

 表2-1-1 関 西 国 際 空 港 の 運 営 概 況（一日平均ベース） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                      （出典：関西国際空港株式会社ホームページ） 

平成20年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均

乗入便数（便） 183 180 181 186 188 189 183 170 166 161 155 159 175

国 際 線

      旅客便 84.9 85.1 84.0 84.4 86.1 84.9 85.1 85.4 86.1 85.6 80.6 82.5 84.8

      貨物便 26.2 24.2 24.2 25.6 23.2 24.8 24.3 21.7 19.7 15.8 18.2 18.7 22.3

   その他 1.7 1.7 1.8 2.1 2.2 2.0 2.0 1.9 1.0 1.4 0.6 2.0 1.7

    計 112.8 111 109.9 112 111.6 111.7 111.4 108.9 106.8 102.7 99.4 103.3 108.8

国 内 線

      旅客便 64.0 64.2 66.9 69.3 70.7 69.9 65.9 54.3 53.9 54.5 49.2 52.3 61.5

      貨物便 2.9 2.8 2.8 2.5 2.4 2.4 1.7 1.7 1.7 1.4 1.7 1.6 2.1

   その他 3.3 1.6 1.6 1.8 3.1 4.6 4.4 4.7 3.2 2.9 4.6 1.7 3.1

    計 70.1 68.6 71.4 73.7 76.2 76.9 72.1 60.7 58.7 58.7 55.4 55.6 66.7

航空旅客数 (千人)

国際線 29.4 27.6 28.0 29.1 30.8 28.0 28.3 26.8 25.0 25.1 26.0 27.4 27.7

国内線 14.1 15.3 15.5 15.3 18.0 18.0 16.2 13.3 11.3 11.3 10.5 12.4 14.3

貨 物 量 (トン)

国際積込 1,123 1,071 1,123 1,086 1,039 1,108 1,030 817 589 443 515 601 881

国際取卸 1,133 988 1,033 1,019 984 1,059 1,072 1,000 770 607 666 795 930

国内貨物 213 199 204 237 229 224 197 139 149 100 116 133 179

連絡橋通行台数/往復(千台) 18.9 18.3 18.3 18.8 20.1 18.6 18.3 17.4 17.2 16.3 16.0 17.7 18.0

鉄道乗降客数/空港駅(千人) 37.5 38.0 37.5 38.1 41.1 38.8 37.9 35.4 34.0 32.7 31.5 34.0 36.5

リムジンバス乗降客数/空港(千人) 12.7 12.3 12.9 13.3 14.4 14.7 13.3 12.0 11.3 10.8 11.7 12.8 12.7
ポートターミナル乗降客数/空港(千人) 0.8 0.9 0.9 1.1 1.2 1.0 1.0 0.9 0.9 0.9 0.9 1.1 1.0

駐車場利用台数/時間(千台) 1.6 1.5 1.5 1.7 2.3 1.6 1.5 1.5 1.5 1.6 1.4 1.7 1.6
(注) １．乗入れ便数のその他には、空輸機・燃料給油機・プライベート機･特別機を含む。
     ２．国際貨物量は、税関公表の関西国際空港航空機積卸貨物量による。
     ３．鉄道乗降客数、リムジンバス及びポートターミナル乗降客数は、近畿運輸局発表資料による。
     ４．端数処理の関係で、合計値が合わない場合がある。

平 成 20 年 平成21年
区  分
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図2-1-1 航空機発着回数及び旅客数の推移 

 

 

 

 

 
表2-1-2 飛行場施設の概要 

 

 １ 期 ２ 期 
着陸帯 長さ   3,620m 

幅      300m 
長さ   4,120m 
幅      300m 

滑走路 Ａ滑走路 長さ 3,500m 
幅    60m 

Ｂ滑走路 長さ 4,000m 
幅    60m 

誘導路 長さ  10,619m 長さ   8,853m 
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番 号 番 号
① ⑪ ポートターミナル

② ⑫ 廃棄物処理設備

③ ⑬ 排水処理設備

④ ⑭ 航空機給油施設

⑤ 国際貨物ターミナル施設 ⑮ 展望ホール

⑥ 国内貨物ターミナル施設 ⑯ 立体駐車場・空港駅

⑦ エネルギーセンター ⑰ エアロプラザ

⑧ 旅客ターミナルビル ⑱ Ｂ滑走路

⑨ ⑲
⑩ ⑳

管制塔

オイルタンカーバース

南側連絡誘導路

貨物駐機場
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Ａ滑走路
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図2-1-2 空 港 島 の 施 設 配 置 図 

 

 

 

２期事業については、埋立事業者(関西国際空港用地造成株式会社)が平成11年７月９日

に公有水面埋立免許を取得し、平成11年７月14日に現地着工した。平成17年10月には、誘

導路と滑走路からなる限定供用部分の用地造成が完了している。さらに平成19年８月２日

には、第２滑走路部分の限定供用が開始された。 

  平成20年度の工事実施状況を表2-1-3に示す。平成20年度は、護岸部では捨石工、上部

工及び消波ブロック工が、埋立部では揚土工、造成工が行われ、また、年度を通じて諸施

設工事が行われた。それにより２期島北側開口部の埋立工事や中央および北アンダーパス

の築造を含む造成工事が完了し、２期空港島用地造成工事は概成した。 

なお、平成20年度は、泉州港工事はなかった。 

平成21年３月時点での陸地化面積は528haである。 

0 1,000
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月

本体工

捨石工

上部工

消波ブロック工

直投工

一次揚土工

二次揚土工

造成工

諸施設工事

工 事 内 容
平成２０年 平成２１年

護
岸
部

埋
立
部

 

 
表2-1-3 平成20年度の工事実施状況（関西国際空港２期事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2-1-2 事業者が講じた環境保全上の措置    

    空港の運用及び２期工事の実施にあたり、空港会社及び用地造成会社が講じた環境保

全上の主な措置は、概ね以下のとおりである。 

 

 (1) 空港の運用に関する事項 

平成13年６月に「関西国際空港環境管理計画（エコ愛ランド・プラン）」を策定し、

環境問題に対する自発的な取り組みを行ってきたが、更に取組を継続・発展させてい

くために平成20年３月に「エコ愛ランド推進計画」を策定し、ＣＯ2排出量等の数値目

標や主要な島内事業者をメンバーとしてエコ愛ランド推進協議会を設置した。また、

平成20年度は、環境報告書としてＣＳＲ報告書及び「エコ愛ランドレポート2008」を

発行した。 

 

  ア．大気関係 

・駐機中の航空機からの大気汚染物質排出量の削減を図るため、スポット利用機に固

定動力装置（ＧＰＵ）の利用促進を求めた。また、航空会社にその利用促進の協力

要請を行った。 

   ・アイドリングストップの徹底を周知するため、駐車場への看板・ポスターの設置、

フライトボードでの電光掲示による呼びかけ、制限区域内車両運転講習会受講者へ
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の呼びかけ等を行っている。また、関西国際空港に来島する車両に呼びかけるため

「アイドリングストップキャンペーン」を実施した。 

   ・大気汚染物質排出量を削減するため、タンカーの燃料をＡ重油に切り替えた。 

   ・ＣＮＧ車等の低公害車の導入を推進している。また、島内に水素ステーションを設

置（平成19年5月）し、水素自動車の実証実験を実施している。 

 

  イ．水質関係 

   ・空港島内の排水を浄化センターで高度処理した中水を、トイレ洗浄水や植樹潅水等

の用水に利用している。 

 

  ウ．騒音・低周波音等関係 

   ・航空機騒音の低減を図るため、06運用の着陸機に対して、ディレイドフラップ方式

及びディレイドギアダウン方式※を導入している。 

   ・関西国際空港航空会社運営協議会等で飛行経路の遵守を要請した。 

         ※「ディレイドギアダウン方式」 

着陸時にギアダウン（車輪を出す）を遅らせることにより、騒音の低減を図る措置。 

 

  エ．その他 

・フライトスケジュールに応じた空調運転や空調用ポンプのインバーター制御化、連

絡橋道路照明の改修、２期島のＬＥＤ灯火採用などの省エネ対策を行っている。 

・環境ＰＲ機能充実のため、関西国際空港環境センターを関空展望ホールに設置し、

情報提供を行うと共に環境学習の場の提供を行っている。 

・機内ごみや航空貨物の梱包材の分別回収・リサイクルなどを実施し、廃棄物の減量

化、再資源化に努めている。 

   ・航空機騒音に関する苦情及び問い合わせ処理体制を整備している。 

 

 

 (2) ２期工事の実施に関する事項 

平成11年12月20日に取得した環境マネジメントシステムの国際規格であるISO14001

について、平成20年11月に３度目の再認証登録を行った。 

 

  ア．大気関係 

   ・建設機械は原則として、「排出ガス対策型建設機械指定要領」に基づき指定された排

出ガス対策型建設機械を使用している。また、これを使用できない場合には、平成

７年度建設技術評価制度公募課題「建設機械の排出ガス浄化装置の開発」又はこれ

と同等の開発目標で実施された民間開発建設技術の技術審査・証明事業により評価

された排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用することとを施工業者に義務付
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けている。 

 

  イ．水質関係 

   ・濁りの影響を軽減するため、汚濁防止膜の設置、山砂の品質管理、潮流の速度・方

向を考慮した土砂投入などを行った。 

 

  ウ．海域生物関係 

・２期空港島で護岸延長約13kmの90％以上の範囲に緩傾斜石積護岸を採用し、海藻類

着生用ブロックの設置や藻礁ブロックの移設、スポアバッグ、種苗ロープ活用によ

る種付けなどを行い、豊かな海の環境を早期に創出するよう取り組んでいる。また、

年２回（秋季・春季）、藻類の生育状況についてモニタリング調査を実施している。

平成20年度末の1期、2期空港島周辺藻場着生面積は約55.3haである。 

 

エ．陸生動物（鳥類）関係 

・絶滅危惧種に指定されているコアジサシの営巣に配慮して工事を進めている。 

 

 

 


